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←ここからスタート

スマートフォンやPC上で簡易診断

フローチャート式でわかりやすい！

必要な対策技術に簡単アクセス！

はじめに

大豆生産においては、 単収の低迷や年次変動の増大が問題となっています。 開発された

対策技術について、 優先すべき対策項目や複合的な問題に対する適正な技術導入を判断する

のは難しく、技術導入を支援する手法が求められていました。 そこで、農林水産省委託研究「多

収阻害要因の診断法及び対策技術の開発」 プロジェクトでは、 農研機構 ・中央農業研究セン

ターを中心に全国の農業研究機関や普及指導機関、 民間企業等が結集し、 大豆栽培における

１） 排水不良 ・湿害、 ２） 干ばつ害、 ３） 肥沃度不足、 ４） 黒根腐病、 ５） 子実食虫害、

６） 雑草害について、 スマートフォンで手軽に診断と対策技術の提示が可能なマニュアルを

システムとして構築しました。
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ト

簡易診断

りやすい！

クセス！

トフォンで手軽に診断と対策技術の提示が可能なマニュアルを

診断に基づく大豆栽培改善技術導入支援マニュアル

スマホで簡単！
大豆診断 楽々ナビゲーション♪特集特集特集特集特集

https://www.naro.affrc.go.jp/project/research_activities/laboratory/carc/134256.html
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図２　「大豆栽培における難防除雑草の防除」
マニュアル

図１　難防除雑草ヒロハフウリンホオズキが
まん延した大豆ほ場

要性、全面散布できる茎葉処

理型除草剤、除草剤の畦間・

株間処理による大豆生育期の雑草防除について解説し

ています。なお、今後の研究の進展にしたがって、本

マニュアルは適宜改訂を進めていく予定です。

大豆栽培での雑草防除体系は、播種後の土壌処理

型除草剤と中耕培土等の機械除草、あるいは大豆生育

期の茎葉処理型除草剤の全面散布が一般的です。し

かし、近年はこの防除体系では防除が困難な雑草の侵

入が問題化しています（図１）。防除が困難な雑草の

多くは一年生広葉の外来雑草で、発生期間が長い、初

期生育が早く大型になる、既存の除草剤が効きにくい

等の防除困難な特性を持っています。いったんほ場内

に侵入したら防除が困難となるため、難防除雑草は地

域への侵入を防ぐことが基本です。また、万一、地域

に侵入してしまった場合は早期発見・早期対策により、

少ないうちに防除して地域全体に広げないことが重要

です。また、これらの雑草は、地域への侵入初期は河

川敷や道路脇、ほ場の周辺などに繁茂している場合が

多いので、地域全体で雑草の情報を共有し、発見した

ら直ちに防除する必要があります。

本マニュアル（図２）は大きく３つの項目で構成さ

れています。第一に、難防除雑草のまん延防止のため

の早期発見、早期対策の重要性について記載するとと

もに、在来種との草種識別のポイントを概説していま

す。第二として、難防除雑草の新たな防除技術を紹介

しました。難防除雑草はほ場周辺に定着し、ほ場内へ

の侵入源となることから、マルバルコウ、マメアサガオ、

マルバアメリカアサガオを対象に、水田輪作地帯の水

稲栽培時において、畦畔の植生を維持しながら難防除

雑草の侵入防止に効果的な畦畔管理技術を開発しまし

た。さらにほ場内に侵入したマルバルコウ、マメアサガ

オ、マルバアメリカアサガオ、アレチウリ、ヒロハフウ

リンホオズキ、カロライナツユクサ、イヌホオズキを対

象として、フルチアセットメチル乳剤、ベンタゾン液剤

などの茎葉処理型除草剤、狭畦密植栽培、機械除草、

中耕培土などを適宜組み合わせた総合的防除技術につ

いて、現地実証例を含めて解説しました。第三として、

防除のための参考情報として、大豆の苗立ち確保の重

農研機構 中央農業研究センター 生産体系研究領域 小荒井　晃

茎葉処理型除草剤を核とした難防除雑草の
総合的防除技術マニュアル

特 集 企 画

http://www.naro.affrc.go.jp/project/research_activities/soybeanzassoumanual_full_20200312.pdf
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図２　ダイズ黒根腐病の
リスク診断・対策マニュアル

ダイズ黒根腐病（以下、黒根腐病）は糸

状菌 Calonectria ilicicola によって引き起こ

される大豆の重要病害です（図1）。1968

年に千葉県において初めて確認され、その

後、大豆作付面積・頻度の増加とともに、

その発生ほ場・地域が拡大しました。水田

転換畑のような土壌水分の高いほ場におい

て多発する傾向にあり、水田転換畑での大

豆作付が増大してきたことも、本病拡大の

一因と考えられています。現在、日本のほ

ぼ全域でその発生が確認され、特に東北地

方や北陸地域で問題視されています。黒根

腐病は土壌伝染性で、主に地下部（根）で

発病するため（図１）、感染・発病を早い

段階で検知するのが困難です。大豆の減収あるいは品質

低下を引き起こすことから、日本における大豆の安定生産

ひいては食料自給率向上の障害となることが懸念されてい

ます。

筆者らは、2019年度まで黒根腐病の発生実態について

調査するとともに、大豆ほ場における栽培履歴、ほ場環

境及び栽培条件と黒根腐病の関連性について、本病の発

生・被害実態のデータを用いて解析し、ほ場の作付履歴

や本病の発病履歴、播種日、中耕培土や明渠の有無など、

多くのリスク要因を明らかにしてきました。さらにそれらリ

スク要因の評価を行うことにより、大豆作付予定のほ場に

おける黒根腐病の発病リスクを推定し、対策技術を適用

するための「ダイズ黒根腐病のリスク診断・対策マニュア

ル」（図２）を作成し、ウェブサイトで公開しています。

現時点では、本病に有効な抵抗性品種や完全に発病を

抑制できる効果の高い技術は見出されていないため、栽

培体系に耕種的・化学的防除技術を適宜組み合わせて実

施し、発病リスクを低くした好適な環境・条件下で大豆を

栽培することが、安定かつ多収生産するために重要と考え

られます。

図１　ダイズ黒根腐病の診断
本病害の病徴の中で、特に特徴的で簡単な診断項目3点を示している

農研機構 中央農業研究センター 地域戦略部 赤松　創

大豆の低収化要因の一つ、ダイズ黒根腐病の
リスク診断・対策マニュアル

特 集 企 画

https://www.naro.affrc.go.jp/project/research_activities/soybeankuroneFull20200311_1.pdf
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PDF版PDF版図　マメシンクイガ
対策マニュアル
図 マメシンクイガ

マメシンクイガは、大豆の莢の中で子実を食害する害虫です。比較的

冷涼な北海道、東北、北陸などの地域では多収阻害要因として重要で

す。これまでに耕種的方法（水稲との輪作）や防除適期での殺虫剤散

布といった対策技術が開発されてきましたが、これら対策技術の安定化・

持続化を図るためには、多様な防除対策を組み合わせる総合的病害虫・

雑草管理(IPM)の考え方が必要です。そこで、対策技術の効率化と普及

を図るために、著者らは防除対策方法の選択からその実施の流れにつ

いて、考え方の根拠を示しつつマニュアル（図）としてまとめました。 

本マニュアルの特徴は、作付け前にマメシンクイガの被害リスクを推

定して防除対策を選択できることです。作付け前の選択なので防除適期

直前に虫の発生状況から判断するよりもやや精度は落ちますが、時間的

に余裕をもってより多くの選択肢から対策を選べるメリットがあります。

農研機構 中央農業研究センター　水田利用研究領域 竹内　博昭

「マメシンクイガ対策マニュアル」
大豆作付け前に被害リスクを推定し対策を選択

特 集 企 画
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写真　開発したLEDトラップ
　　　（右上点灯時）

ダイズカメムシ類は大豆の子実を加害するため、品質の低下や減収

をもたらします。これらのカメムシ類の発生密度調査は、見とりや払い

落としによる調査が行われていますが、これらの方法は労力がかかる

とともに天候や調査者の技量により結果が左右されるなどの問題があ

りました。そこで、筆者らはダイズカメムシ類の主要4種について、簡

易な調査法の開発に取り組みました。

これらの研究から、ミナミアオカメムシとアオクサカメムシにはLEDト

ラップ（写真）が、ホソヘリカメムシとイチモンジカメムシには誘引剤

トラップの利用が、それぞれの発生予察調査に有効であることを明ら

かにしました。これらの調査は、基本的に週に一度トラップに捕獲され

たカメムシを数えるだけのため、従来法に比べて時間・労力が大きく

軽減されます。

これらのトラップを用いた調査方法と、ダイズカメムシ類の生態や被

害、防除方法について紹介した「ダイズカメムシ類対策マニュアル」

を作成しウェブサイトで公開していますので、是非ご活用ください。

農研機構 中央農業研究センター　水田利用研究領域　遠藤　信幸

「ダイズカメムシ類対策マニュアル」
LEDや誘引剤トラップを用いた簡易発生予察技術

特 集 企 画

http://www.naro.affrc.go.jp/project/research_activities/daizukamemusi_full_1.pdf
https://www.naro.affrc.go.jp/project/research_activities/msmrdinnkuiga_full_20200326.pdf
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図３　雄成虫交尾器（腹面）
（図２及び図３は Arimoto et al.

2020 を改変）

図２　雄成虫全体

図１　ネギ茎盤を加害する幼虫
（赤丸）

す。種特異的プライマーを用いた成虫のPCR成功率が

90%を超えることから、本抽出法は本種の迅速な識別

に有用であることを確認しました。また、昆虫のDNAバ

ーコーディング（種の違いを反映している遺伝子領域を

利用して生物種を識別する手法）に利用されるミトコン

ドリアCOI領域についても、成虫のPCR成功率は90%

を超え、DNAバーコーディングにも適用可能であること

が明らかになりました。さらに本手法は、成虫の形態

学的同定に用いる部位を損傷・損失することなくDNA

を抽出できるため、抽出後に永久プレパラート標本を

作製すれば、形態的特徴に基づき正確に同定すること

も可能です（図3）。

本成果は、安全な農林水産物安定供給のためのレ

ギュラトリーサイエンス研究委託事業2905「クロバ

ネキノコバエ科の一種の総合的防除体系の確立と実

証」（2017年度～2019年度）で得られたものです。

なお、詳細については、原著論文（Arimoto et al. 2020, 

Applied Entomology and Zoology, 55, 181-185）をご覧く

ださい。

ネギネクロバネキノコバエは、幼虫がネギ、ニンジン、

ニラ等の地下部を加害する害虫です（図1）。2014年

に埼玉県北部で初めて発生が確認され、現在は群馬

県の一部地域でも発生しています。本種による被害の

拡大を防ぐためには、迅速かつ正確に種同定を行う必

要があります。

一般的に、クロバネキノコバエ科の種の同定は雄成

虫（図2）の交尾器（図3）等の形態的特徴に基づいて

行われます。ほ場では本種との識別が困難な近縁種も

発生するため、種の識別には分子生物学的手法も用い

られます。形態的特徴から本科の成虫を同定するため

には、標本をプレパラートに封入して保存する必要が

あります。そのため、分子生物学的手法による識別と

プレパラート標本の形態学的同定を同一個体で確実に

行う必要があり、その手法を開発しました。

新たに開発した手法では、DNA抽出用試薬に虫体を

浸漬して100℃で20分間加熱後、虫体を取り出してか

ら25℃で15,000rpm・3分間遠心することにより、形

態的特徴を破壊することなく簡易にDNAを抽出できま

農研機構 中央農業研究センター 虫・鳥獣害研究領域 有本　誠

虫を潰さずDNAを調べて、
ネギネクロバネキノコバエを識別する新技術

研 究 情 報
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図２　マニュアル（生産者向け）の
コンテンツ例

図１ 技術者向け（左）と生産者向け（右）
マニュアルの表紙

本マニュアルは農研機構生研センター「革新的技術

開発・緊急展開事業」（うち地域戦略プロジェクト）の

支援を受けて実施した研究の成果です。

マニュアルの入手先

『農研機構　アスパラガス　マニュアル』で検索

またはここから →

アスパラガスの栽培開始後、ある程度の年数が経過

すると欠株の増加などにより収益性や品質が低下して

きます。アスパラガスの安定生産のためには株の更新

（改植）が必要ですが、改植後に株が生育不良になっ

たり枯死したりするなどの連作障害が問題となっていま

す。その原因として、疫病や立枯病などの土壌病害、

ほ場の排水性や理化学性の不良などが考えられます。

連作障害の要因の中でも、特に疫病の発生により改植

がうまくいかない産地が近年多くみられるようになって

います。

そこで、疫病をはじめとする土壌病害や排水不良な

ど連作障害の要因を診断するための技術と各種の要因

に対する対策技術を検討し、このたび「アスパラガス

疫病をはじめとする連作障害総合対策マニュアル」（図

１）としてとりまとめ、公開しました。本マニュアルは、

技術者向け及び生産者向け（図２）の２種類からなり、

農研機構のウェブサイトに掲載しています。

このマニュアルでは、都道府県の普及組織や生産者

の方々でも手軽に実施できる簡易な生物性診断方法や

ほ場排水性の良否を簡易に診断できる下層透水性診断

手法などが記載されています。

診断結果を基にしたアスパラガス連作障害の対策技

術としては、農薬散布、栽培管理、耐病性品種の利用、

亜リン酸肥料の施用、カットドレーンによる排水性の改

善及び土壌消毒などが解説されています。これらをほ場

の状態に応じて適宜組み合わせて実施することで効率

的な改植が可能となり、持続的な生産が期待できます。

しかしながら、アスパラガスは永年作物であるととも

にアスパラガス疫病は比較的新しい病気であることか

ら、十分な検討ができていない可能性があります。そ

のため、現地での効果検証を続けつつ、対策技術の改

善により、連作障害の発生抑制に寄与できればと考え

ています。

農研機構 中央農業研究センター 地域戦略部 浦嶋　泰文

アスパラガス疫病をはじめとする
　連作障害総合対策マニュアル

研 究 情 報

https://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/129920.html
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図２　ノシメマダラメイガ入り
米が発生するイソプレノール

図１　におい物質を利用する状態診断への流れ

ているところです。一方、物質の特定が可能な汎用機

の場合、大規模な生産・貯蔵・流通施設ならたくさん

の項目の診断を実施し、多面的に高品質農産物を保

証するという利用もありそうです。いずれにしても、私

たちは「早めの対策」を具体的に示すことが求められ

ます。今後は、農研機構内外の異分野連携により、に

おい物質による農作物の非破壊診断の実現を目指して

いきたいと思います。

「これは何？」「まだ食べられるかな?」と思ったとき、

私たちはまず目で観察し、次ににおいをかぐのではな

いでしょうか。においはその発生源の状態を教えてくれ

ることがあります。しかも、におい物質はその発生源を

壊すことなく、そのままの状態「非破壊」で集めること

ができます。このような特性を生かして、私たちは「に

おい物質を使って、生育中の作物や収穫後の農産物の

状態を非破壊で診断」することを目指しています。

その手順は、まず診断したい現象に応じて発生する

におい物質「マーカー」を探すところから始めます（図

１）。例えば、玄米に発生するノシメマダラメイガの場

合、ガラス容器に玄米と卵をセットして室温（25℃）

に置き、定期的に容器の中のガスを集めて分析しまし

た。見つかった数百ものにおい物質の中から、ガのい

る玄米で多く発生する物質を探した結果、イソプレノ

ールという物質がマーカー候補として浮上しました（図

２）。同様の実験で、ガイマイツヅリガ入り玄米では、

プレノールというマーカーが見つかりました。この他に

も、私たちはリンゴの貯蔵障害、果菜の異常生育、生

育中のシソのハダニ被害などに関連して変化するマー

カーを見つけました。現在もいろいろな現象に対応す

るマーカーの探索を続けています。

次に、要警戒レベルを決定する必要があります。マ

ーカーの濃度と被害の関係を調べて、これ以上になっ

たら危険！という数値を決めるのです。これらの警戒レ

ベル設定や現地実証を実施するときにはたくさんの分

析が必要になるので、マーカー探しとは違う分析法：迅

速・高感度分析法の開発に取り組んでいるところです。

最終ゴールは、診断に基づく意思決定の支援です。

言い換えれば「マーカー物質Xが△ppbになったら、Y

のリスクに備えて、早めに対策をしましょう」というよう

な利用です。この診断技術開発の成否は、モニター装

置にかかっているといえます。現状ですぐに使える優れ

たセンサーはなく、メーカー各社の開発競争に期待し

農研機構 中央農業研究センター 土壌肥料研究領域 田中　福代

におい物質を使って見えないものを診る
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日本一美しい廃線跡と紹介されたこともある旧国鉄倉

吉線跡の写真を持ってきました。

今の仕事について…
Q　昨年からコーディネーターということですが，どん

な仕事をされているのですか？

A　産学連携コーディネーターは、試験研究に関する

地域のネットワークづくりが主な仕事です。都道府県

の試験研究機関や大学の皆さんと情報交換を行った

り、共同研究の締結をサポートしたりしています。そ

の他、農業技術コミュニケーターとともに農研機構の

研究成果の普及活動なども行っています。

Q　１年間、コーディネーターを務めての感想は？

A　コーディネーターの仕事は、自由度が大きい分、

何をすればよいかわからない所があって、戸惑うこと

がありました。そんな中で、生産者や実需者、JAの方々

など、これまでお会いする機会が少なかった皆さんと

交流することができて、いろいろと勉強になりました。

Q　仕事の上で悩みがあると聞いています。

A　新型コロナウイルス対策の影響で、最も得意とす

る「飲みニケーション」がままなりません。「新しい

生活様式」として、コミュニケーションのあり方を検

討する必要がありそうです。

北陸から東海に移られて…
Q　これからは、中央農研の東海管内にある安濃研

究拠点（三重県津市）での勤務になるそうですが？

A　つくば市、上越市はともに暮らし易く気に入って

いたのですが、この度、津市民になります。東海近畿

エリアの「廃」、琥珀色のガス含有飲料等、新しい町

での楽しみを早く見つけ、コーディネーターの仕事に

つなげたいと思います。

初めにご自身の紹介を…
Q　まず、簡単に自己紹介をお願いします。

A　赤松創（はじめ）と申します。農研機構には 2014

年から勤務しており、現在、中央農研歴 7 年目で、つ

くばで2 年間、上越市にある北陸研究拠点で4 年間を

過ごしました。産学連携コーディネーターとなったのは

2019 年４月からで、それまでは黒根腐病という大豆

の病気の研究をしていました。その内容については、

本号の特集記事に書かせていただいています。

Q 農研機構の前はどちらに？

A　以前、アメリカのワシントン州立大学に 4 年間ポス

ドクとして在籍し、植物病理の研究をしていました。

2008 年から 2014 年までは国際農林水産業研究セン

ターに勤務し、ブラジルのパラナ州ロンドリーナという

町に長期滞在し

て、大豆病害の

研究に携わりま

した。

趣味などは？
…
Q　趣味につい

てもお聞かせ下

さい。

A　趣味の域に

入るかどうか分

かりませんが、

キ ー ワ ード は

「廃」です。色ん

な「廃」のある

中 で、今 回 は、旧国鉄倉吉線の泰久寺ー山守間

北陸研究拠点の一般公開にて。正面からの
写真は6ページをご覧ください。

農研機構 中央農業研究センター
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